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三
鷹
の
「
私
」
新
境
地
開
く

２０２１年（令和３年）６月１６日（水曜日）

　

身
長
１
緒
７４
、
痩
せ
形
で
猫
背
。

小
説
家
太
宰
治
（
１
９
０
９
～
４８

年
）
は
、
当
時
の
日
本
人
男
性
と

し
て
は
上
背
の
あ
る
万
で
し
た
。

濃
い
眉
毛
と
細
い
指
が
印
象
的

で・
一躍
鼠十は
指
の
根
元
に
深
く
挟

ん
で
吸
っ
て
い
ま
し
た
。

結
婚
し
た
太
宰
が
三
鷹
の
下

連
雀
の
家
に
居
を
定
め
た
の
は
１

９
３
９
年
（
昭
和
１４
年
）
、

３０
歳

の
年
で
し
た
。
太
宰
は
そ
の
家
を

「
武
蔵
野
の
ま
ん
中
に
あ
る
私
の

家
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。
上
京

以
来
、
９
年
間
に
２５
回
の
転
居
を

重
ね
ま
し
た
が
、
三
鷹
に
越
し
て

①治宰太

か
ら
は
定
住
し
ま
す
。
早
朝
か
ら

精
力
的
に
小
説
を
執
筆
す
る
生
活

を
送
り、
相
変
わ
ら
ず
の
放
蕩
は

身
近
な
と
こ
ろ
で
し
て
い
た
よ
う

で
す
。

　

三
鷹
駅
戚
際
に
自
宅
を
含
め
て

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
仕
事
場
が
複
数

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
世
話
を
す
る

女
性
が
い
ま
し
た
。
結
核
も
ち
で

太
宰
の
暮
ら
す
家
が
あ
っ
た
付

近
の
街
並
み
（三
鷹
市
で）

し
た
が
酒
豪
で
健
脚
。
新
宿
か
ら

三
鷹
ま
で
歩
い
て
帰
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
普
段
の
行
動
範
囲
は
、

三
鷹
駅
南
口
商
店
街
周
辺
か
ら
線

路
を
南
北
に
跨
ぐ
陸
橋
辺
り
ま
で

で
し
ょ
う
か
。
人
前
で
は
眼
鏡
を

か
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
極
度
の
近

眼
で
、
女
性
と
歩
い
て
い
る
時
に

妻
の
姿
が
あ
っ
て
も
気
づ
か
な
か

っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

三
鷹
に
住
ん
で
１
年
後
、
太
宰

　　　　　　　

　
　
　

は
小
説
「
乞
食
学
生
」
（
４０
年
）

を
発
表
し
ま
す
。
作
中
人
物
「
私
」

の
職
業
は
小
説
家、
住
ま
い
は
三

鷹
、
「
下
手
な
作
品
」
し
か
書
け

な
い
こ
と
に
苦
悩
し
て
い
ま
す
。

井
の
頭
公
園
内
の
玉
川
上
水
の

む
最
を
訪
れ
全
裸
の
少
年
に
出
会

っ
た
「
私
」
は
眠
り
に
落
ち
、
夢

と
い
う
新
た
な
物
語
を
得
ま
す
。

家
族
の
い
る
「
た
の
し
い
我
が

家
」
で
は
い
い
作
品
が
描
け
な
い
。

そ
ん
な
「
私
」
が
自
宅
以
外
の
場

所
で
新
境
地
を
開
い
た
物
語
。
小

説
「乞
食
学
生
」
か
ら
は、
当
時

の
太
宰
の
執
筆
＝
生
活
ス
タ
イ
ル

も
想
像
さ
れ
ま
す
。

ハ
武
蔵
野
大
教
授、
む
さ
し
野
文

学
館
館
長
・
土
屋
忍
）

　

（
ち
く
ま
文
庫
）

　

　

　

　

　
　

　

　
　

「太宰治全集３」

　

「ちくま文庫」の全集シリーズをお勧めします。
太宰治の全集は全１０巻です。 「乞食学生」を所収
する３巻には、 同じく三鷹という地名が登場する
「雷犬談」 「鴎」 「善蔵を思う」も収録されてい
ます。川の増水の場面が当時の玉川上水を想起さ
せる「走れ〆ロス」も３巻で読むことができます。


